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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公開番号】特開2002-255556(P2002-255556A)
【公開日】平成14年9月11日(2002.9.11)
【出願番号】特願2001-54053(P2001-54053)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  25/00     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/626    (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/628    (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/622    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ  25/00    　　　　
   Ｃ０４Ｂ  35/00    　　　Ａ
   Ｃ０４Ｂ  35/00    　　　Ｂ
   Ｃ０４Ｂ  35/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月28日(2008.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】　酸化イットリウムを２～５モル％含有する酸化ジルコニウム粉末であって
、かつ、単斜晶率が２９～３７％であることを特徴とする酸化ジルコニウム粉末。
【請求項２】　該酸化ジルコニウム粉末が、本文で定義するＢＥＴ比表面積が５～１６ｍ
２／ｇで、かつ、該粉末の平均二次凝集径が０．３～１．２μｍであることを特徴とする
請求項１に記載の酸化ジルコニウム粉末。
【請求項３】　請求項１または２に記載のジルコニウム粉末を乾燥造粒してなる顆粒であ
って、かつ、該顆粒が有機バインダーからなる成形助剤を含有し、かつ、平均粒径が３０
～７０μｍであることを特徴とする顆粒。
【請求項４】　該顆粒が、０．９ｇ／ｃｍ３以上の嵩密度を有し、かつ、２００℃におけ
る重量減少率が０．５重量％以下であることを特徴とする請求項３に記載の顆粒。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明は、かかる課題を解決するために、次のような手段
を採用するものである。すなわち、本発明の酸化ジルコニウム粉末は、酸化イットリウム
を２～５モル％含有する酸化ジルコニウム粉末であって、かつ、単斜晶率が２９～３７％
であることを特徴とするものである。また、本発明の顆粒は、かかるジルコニウム粉末を
乾燥造粒してなる、平均粒径が３０～７０μmであることを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
本発明の酸化ジルコニウム粉末は、かかる酸化イットリウムの含有量に加えて、さらに、
単斜晶率が２９～３７％の範囲であることが重要である。すなわち単斜晶率が、２９％未
満では、焼結性が低く、３７％を越えると、焼結性が高くなりすぎ、さらに、焼結時の体
積収縮の影響が大きくなり、いずれも、良好な燒結体物性が得られなくなる。
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